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★YOU I
平成31年4月1日付でふれあいセンター長に就任致しました清野智美です。
株式会社シーズプレイスが代表団体である「シーズプレイス・東建社グループ」が新たな指定管
理者として5年間管理運営を行います。
全ての市民が性別にかかわりなく、それぞれの人権・個性・能力・価値観が尊重される「誰もが
自分らしくイキイキと暮らせる社会」の実現を目指す拠点が男女共同参画センターゆーあい（武
蔵村山市立緑が丘ふれあいセンター）です。男女共同参画推進拠点地として、男女共同参画の
視点を取り入れた事業や情報発信、相談事業、交流など多角的に展開してまいります。
「一歩踏み出す勇気が出た」、「世代を越えた交流ができた」、「悩んでいたことが解消された」
など、『誰か』にとって「きっかけはふれあいセンター」と皆さまに言っていただけるような施設運営
をスタッフとともに努めてまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願い致します。

武蔵村山市立緑が丘センター
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特集
武蔵村山市では、令和3年度から始まる第五次長期総
合計画の策定に当たり、市民の皆様のニーズを的確にと
らえた施策の展開を図ることを目的として『市民意識調
査』を実施しました。
内容は、武蔵村山市に住んで感じたこと、市の取組に
対する評価と今後への期待について、市のまちづくりの
施策について等の項目で、設問数は、74問です。その中
から男女共同参画に関するアンケート結果の一部をご
紹介します。

男女共同参画に関す
る市民意識調査

対象：満18歳以上の市民
対象者数：2000人
有効回収数:450件
有効回収率:22.5%
実施期間：平成30年8月
15日～8月29日
調査方法：郵送配付、郵送
回収

調査概要

1 女性活躍の推進について
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図1 女性が働くことについて

就業継続型 再就職型 専業主婦 結婚退職型

無就職型 その他 わからない 無回答

就業継続型
育児・介護等に関わらず、働き
続ける方がよい
再就職型

子どもができたら仕事をやめ、
大きくなったら再び働いた方が
よい
専業主婦型

子どもができるまでは、働いた
方がよい
結婚退職型

結婚するまでは、働いた方がよ
い
無就業型

女性は働かない方がよい「女性は働かない方がよい」の無就職型の割合は女性で
0.8％、男性で１．５％であり、女性が働くことについてはお
おむね肯定的に捉えられています。「育児・介護等に関わら
ず、働き続ける方がよい」の就業継続型と「子どもが出来
たら仕事をやめ、大きくなったら再び働いた方がよい」の再
就職型を合わせると男女とも約7割を超えています。
この結果から、就業についての意識は高い傾向にあること
が分かりますが、結婚、妊娠、出産、育児、介護など女性特
有のライフイベントに直面した時に、その時のライフスタイル
に無理がないように働ける環境を整えていくことが重要だ
と考えられます。

2 男性が家事・育児を行うことについて
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図2 男性が家事・育児を行うことについて

図2より「男性も家事・育児を行うことはである」という考えが性別にかかわらず最も多い意
見となっており、男性が家事・育児を行うことは当たり前のことと捉えている人が多く占めてい
ます。
一方、図３の家事の役割分担については、炊事・洗濯・掃除などの家事は女性が7割を占め
ており、まだまだ性別役割分担の意識が根強く残っていることが分かります。
家庭における男性の家事・育児や介護への参画を本格化させるためには、家庭内での男女
平等意識の推進、啓発と共に、仕事や育児・介護の両立支援、企業のワーク・ライフ・バランス
の推進が重要となってきます。
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図3 家事の役割分担について

主に男性 主に女性 男女とも 該当なし 無回答

（％）

（％）

女性（n=244）
男性（n=200）

（％）

（出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」）

（出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」）

＊同居家族で「単身世帯」「無回答」を除いています。
（出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」）
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3 男女平等の意識づくりと固定的な性別役割分担意識について
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図3-2 各項目の平等感の比較（性別）

女性 男性

男女の地位について「平等」と回答した割合を前回長と比較すると、「職場」でわずかに増加して
いる以外は横ばいもしくは減少しており（図3-1）、社会の様々な場面において男女が平等と感じる
ことが出来るように、今後も引き続き男女共同参画に関わる施策・事業を展開していくことが必要で
す。「学校教育の場」での平等感については、男女ともに平等と感じる割合が高くなっています。次世
代を担う子供に対して、男女共同参画の重要性を教えるとともに、性別に関わらず、誰もが自らの個
性と能力を十分に発揮できる進路（職業）を選択する能力を育成するための教育を推進することが
必要です。
「学校教育の場」以外の項目については、「法律や制度」「政治の場」「職場」「家庭生活の場」に
おいて、「男性」の平等感が高い一方、「女性」では低く、意識の差が大きくなっています。（図３－２）
また、「男性は外、女性は家」の意識については、性別では「女性」、年代別では若い年代ほど肯定
層の割合が低い一方、「男性」及び「40歳代」以上の年代では、固定的性別役割分担意識が根強
く残っていることがうかがえます。（図３－３）
日常生活の身近な場面である家庭において、男性が男女共同参画を率先することの重要性を意
識併発し、実際の行動を促していくことが必要です。なお、若い世代においては、徐々に男女平等の
意識と行動が浸透し始めており、こうした行動の輪を広げることも必要です。

※前々回調査は平成21年2月実施、前回調査は平成25年7月実施。
※前々回調査では、「地域活動の場」「政治の場」の設問はなし。
（出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」）
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図3-3 固定的性別役割分担への考え方（全体、性別、年齢別）

肯定的評価 否定的評価 わからない 無回答
（％）

（％） 図3-1 各項目の平等感の推移

（％）

（出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」）

＊肯定的評価：「賛成」「どちらかといえば賛成」の合計。
＊否定的評価：「反対」「どちらかといえば反対」の合計。
＊「全体」には、性別、年齢別での「無回答」を含みます。
（出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」）
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あらゆるハラスメントの根絶について4

市民意識調査の結果では、職場や学校等におけるハラスメント被害状況について、「受けた
ことはない」が約6割で最も高い一方、「パワー・ハラスメント」が高くなっており（図4－１）、職
場や学校等でのハラスメント被害をなくすための意識啓発が必要です。
事業所アンケート調査の結果では、直近5年間で5社に1社は職場でのハラスメントが問題に
なったことがあると回答しています。（図4-２）男女雇用機会均等法及び介護休業法では、事
業主がセクシュアル・ハラスメントや妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント防止のため
講ずべき処置が定められていることから、今後とも事業所におけるハラスメント防止への対応
の必要性を周知・浸透させていくことが必要です。

市民意識調査の結果では、DVに対する認識について、回答者の約7割が「DV=人権を侵害する
行為」と捉えている一方、「暴力は社会的に対応が必要な問題である」は4割強にとどまっています
（図4－３）。DVは、個人の問題ではなく、多くの人に関わる社会的な問題として捉え、社会全体で未
然に防止し、発生した場合には迅速・適切に対応できる体制を強化していくことが必要です。
DVの被害状況については「身体的暴力」「精神的暴力」「性的暴力」「経済的暴力」の４つの暴力
のいずれかで被害を受けた経験が「あった」が約2割を占めています（図4－４）。性別では、「女性
」の方が「男性」に比べDV被害経験が「あった」割合が高い一方、「男性」でも被害経験があるこ
とから、DVは、性別に関わらず、被害者にも加害者にもなりうるものであることを認識してもらうこと
が必要です。
DV相談支援については、市役所及び男女共同参画センターにDV相談窓口があり、内容に応じて
警察や関係機関につないでいますが、実際にDV被害があった際には、誰にも相談せずにひとりで
抱え込んでしまう割合が高くなっています（図4－５）。相談窓口や電話相談をさらに周知するほか、
我慢せずに気軽に相談してもらえるように意識啓発していくことが必要です。 59.5
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図4-3 DVに対する認識
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＊「全体」には、性別での「無回答」を含みます。
（出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」）

（出典：「武蔵村山市事業所
アンケート調査（平成30年9月実施）」）

（出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」）

（出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」） （出典：「武蔵村山市市民意識調査（平成30年8月実施）」）
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武蔵村山市男女共同参画
YOU･Iフォーラムを開催しました

令
和
元
年
9
月
７
日
土
曜
日
、
『
多
様

な
性
を
考
え
る
』
を
テ
ー
マ
に
映
画
「
カ

ラ
ン
コ
エ
の
花
」
の
上
映
会
と
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。講
師
に
特
定
非
営
利
活

動
法
人
共
生
社
会
を
つ
く
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
理
事
の
原
ミ
ナ
汰
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
「
カ
ラ
ン
コ
エ
の
花
」
の
伝
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
～
皆
が
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
る
と

は
？
～
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
夜
間
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
10

代
か
ら
80
代
ま
で
の
幅
広
い
層
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
イ
マ
ド
キ
の
高
校
生
を
題

材
に
し
て
お
り
39
分
と
い
う
短
い
時
間
の

中
で
、
高
校
生
活
の
数
日
間
で
起
こ
っ
た

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
苦
悩
と
周
囲
の
戸
惑

第20回YOU･Iフォーラム

多様な性を考える
映画「カランコエの花」上映会、「カランコエ
の花」の伝えるメッセージ～皆がありのまま
に生きるとは？～
講師：原ミナ汰氏
（NPO法人共生社会をつくるセクシュアル・マイノリティ支援全国
ネットワーク代表理事）
日 時：2019年9月7日（土）19時～21時
参加者：40人

講演会の様子

映画上映の様子

原ミナ汰氏による講演

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
の
集
合
写
真

映画の紹介

東京レインボーリール映画祭（東京国際レズビアン＆ゲイ映画祭）グランプリ受賞をはじめ国内
各地の映画祭でグランプリ６冠を含む計１３冠を受賞。

「カランコエの花」 監督・脚本：中川駿 39分 2018年劇場公開

に
自
分
と
は
違
う
価
値
観
と
出
会
っ
た
時
に
、

違
い
を
認
め
相
手
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
も
深
く
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※１ ＬＧＢＴとは
Ｌ（レズビアン）Ｇ（ゲイ）Ｂ（バイ
セクシュアル）Ｔ（トランスジェン
ダー）の頭文字のことで、性的少
数者を表す表現のひとつ。
※２ SOGI（ソジ）とは
SOGIとは、Sexual 
Orientation and Gender 
Identityの頭文字のことで、性
的指向/性自認のことをいう。
※３ スティグマとは
個人のもつある属性によって、い
われのない差別や偏見の対象と
なること。

を
描
い
て
い
ま
す
。

映
画
鑑
賞
後
、
原
先
生
進
行
の
も
と
映

画
の
中
に
出
て
き
た
場
面
に
対
し
、
「
あ
の

時
ど
う
す
れ
ば
相
手
を
傷
つ
け
な
い
で
済

ん
だ
か
」
、
「
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
う
ま
く
伝

わ
っ
た
の
か
」
等
活
発
に
意
見
交
換
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
原
先
生
か
ら
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
（※

１
）
や
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
（※

２
）
、
ス
テ

ィ
グ
マ
（※

３
）
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

市
長
、
教
育
長
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
今
回
の

Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
Ｉ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
配
慮
等
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
同
時

（参加者の声）

▶人によって考え方は違うけれど、違いを認め

ることは大事だと思いました。

▶マイノリティに対する偏見がなくなることを

心から願います。

▶子どもと一緒に考えたいと思いました。

▶スティグマについてとても勉強になりました

。

▶伝えること、伝え方をもっと勉強したい思い

ました。

▶学校でLGBTの教育が必要だと感じました

。

～ＳＴＯＲＹ～
とある高校2年生のクラス。ある日唐突に「ＬＧＢ
Ｔについて」の授業が行われた。しかし他のクラ
スではその授業は行われておらず、生徒たちに
疑念が生じる。「うちのクラスにＬＧＢＴの人がい
るんじゃないか？」生徒らの日常に波紋が広が
っていき・・・思春期ならではの心の葛藤が起こ
した行動とは・・・？

～概要～
近年社会問題として国際的にもメディアで多く
取り上げられている「ＬＧＢＴ」。当事者を主とし
た恋愛や状況を描いた映画は国内外で多く発
表されている中、それを“取り巻く周囲の人々”
にフォーカスを当てることで、彼らの過剰な配慮
によって翻弄されていく当事者を描いた今まで
にない視点の映画作品。また、それが観客に対
するリアルなメッセージとして感動を与えインデ
ィーズ映画祭でグランプリ含めた数々の賞を受
賞。さらに今若手女優として注目度の高い今田
美桜を主演に起用し、等身大の女子高校生の
心の動きを新鮮な演技で描いた点も見どころと
なっている。



SDGs
持続可能な開発目標

（エスディージーズ）

SDGs（Substainable Development 
goals）は、「持続可能な開発目標」と訳
され「エス・ディー・ジーズ」と読みます。
今現在、世界では気候変動や貧困、環境
破壊、エネルギー問題等様々な問題が起
こっています。これらの問題を解決するた
めに2015年9月の国連サミットで採択さ
れたもので、日本を含めた国連加盟193
ヵ国が、2016年から2030年の15年間
で達成するために掲げた「世界を変える
ための１７の目標」です。

SDGｓの5番目の目標がジェンダー平等です。ジェンダー平等
は他のすべての目標にも関わっています。「持続可能な開発の
ための2030アジェンダ」前文では、「これら（SDGｓ）は、全ての
人々の人権を実現し、ジェンダー平等と全ての女性と女児のエ
ンパワーメントを達成することを目指す」と謳っているように、男
女共同参画を進め、全ての女性と女児の能力と可能性を広げ
ることが、これからの世界にとって、とても重要なことになります。

みなさんはSDGs
という言葉を知っ
ていますか？
下図の17の目標
が記されたアイコ
ンを目にしたこと
はありますか？

17の目標
169のターゲット
基本理念「誰ひとり取り残さない」

男女共同参画センター「ゆーあい」からのご案内～講座開催報告～

①回目参加者の声
▪自分の進みたい道を改めて再発見することができました。
▪ブランティングをすることで自分の大切にしている軸を再確認できました。
▪仲間を作ってどんどん繋がりましょう！というアドバイスに勇気づけられま
した。
②回目参加者の声
▪起業に関してのお金の話を聞けて良かったです。
▪自分にも弱い自分や比べる自分がいるので、みんな同じなんだなと共感でき
ました。人との繋がり、感謝、強い気持ちを大事にしていきたいです。
・・・などたくさんの感想をいただきました！3回目は都合上延期になってしま
いましたが、再開時にはブラッシュアップした参加者のみなさんに出会えるの
が楽しみです。

ビューティーサロン「ハクナマタタ」代表の川里富美氏を講師に迎え、自宅で気軽にでき
るストレスケア「セルフリンパケアで毎日をイキイキと」を開催しました。
セルフケアは疲労回復や免疫力アップなどの効果だけでなく、心身の健康に非常に効果が

あるということ。セルフケアを学ぶことで、自分を労わり大切にすることが大事であり、自
尊心を高めることに繋がるということを実感していだいた様子でした。
また、他市の市議でもある講師から「ワーク・ライフ・バランス」の話や「ジェンダーギ

ャップ指数」が先進国で最下位であること、政治分野の意思決定の場に女性が増えることの
利点などの話を聞き、その情報について知らない方がほとんどだった中、「ワーク・ライフ
・バランス」や「ジェンダーギャップ指数」の言葉を知る機会となり、とても有意義な講座
となりました。

「好き」を育てて仕事に変える

起業のたねvol2

自宅で気軽に出来るストレスケア

「セルフリンパケアで毎日をイキイキと」

昨年度はハンドメイド作家を対象に開催した起業のたね。今回はハンドメイド作家やサロン
経営者、飲食関係者など対象者の幅を広げ、これから起業する方や起業しているけれどももう
一歩前に進みたい方に全3回の連続講座を開催しました。（3回目は都合により延期）
当初20人の募集枠でしたが、あっという間に40人まで埋まってしまい、増枠して挑んだ起業
のたね。1回目（ブランディングパワーアップ講座）、2回目（先輩起業家から学ぶノウハウ）
とも講師も参加者もどちらも白熱したものとなりました。
①回目のブランディングシートの作成では、参加者全員が自分

自身と真剣に向き合い、今後の夢ややるきことを見いだせていた
様子がうかがえました。②回目の講話では、「特別な人が起業す
るわけではなく、誰にでもチャンスはあるし、方法はある」とい
うこと一歩先を行く先輩の話は「自分でもやれば出来る」「チャ
レンジしてみよう」という参加者のこれからの活動意欲を引き出したのではないでしょうか。

10

開催日時：2020年1月19日（日）
講師：川里富美氏

（ビューティーサロン「ハクナマタタ」）

参加人数：１４人

開催日時：①2020年2月6日（木）
②2020年2月3日（木）

講 師：①江尻チハル氏（Bloom*bruna代表）

②岩村あゆみ氏 （巡る経営）

参加人数：40人

講
師
江
尻
チ
ハ
ル
氏

熱心にシートに書き込む
参加者のみなさん

11
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出
張
講
座
に
い
っ
て
き
ま
し
た
！

令
和
元
年
10
月
10
日
（
木
）
、
武
蔵
村
山
市
第
一

小
学
校
の
学
校
公
開
週
間
授
業
に
お
い
て
、
5
年
生

を
対
象
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～
私
た
ち
が
創
る
未
来
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
出
張
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
授
業
の
前
半
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標

に
つ
い
て
説
明
を
し
た
後
、
部
屋
の
四
隅
を
使
っ
て
み

ん
な
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
ワ
ー
ク
①
と
、
あ
る
国
の

女
の
子
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
ん
で
世
界
の
子
ど
も
の

現
状
を
知
る
と
い
う
ワ
ー
ク
②
を
行
い
ま
し
た
。

～ある女の子のストーリーを読んで感想～

・私は日本人に生まれてとても幸せだと思

った。大人が暴力を振るうのではなく、大人

が支えてあげなきゃダメだと思った。そうい

う世界をなくせたらいいなと思う。

・初めて知ったので驚いた。ちゃんと差別が

ないようにしたい。自分でも助けたい。

・日本の幸せを困っている人に分けてあげ

たい。なんで差別をするんだろう？と思った。

・自分には関係なくないです。なぜなら同じ

人間としてなんかできることがないかなと

思うからです。

・もっと知って募金活動とか何かできること

はないかと思う。

ワ
ー
ク
②
で
は
、
男
の
子
は
学
校
に
行
き
勉
強

し
て
い
る
が
、女
の
子
は
長
時
間
か
け
て
水
く
み

に
行
っ
た
り
、家
事
や
幼
い
兄
弟
の
世
話
に
従
事

し
て
い
る
、
町
が
危
険
で
誘
拐
や
暴
力
が
横
行

し
て
い
る
、
と
い
う
あ
る
国
の
女
の
子
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
読
み
、
「
驚
い
た
」
「
か
わ
い
そ
う
」
「
自

分
に
は
関
係
な
い
」
「
心
配
だ
」
等
の
自
分
の
気

持
ち
に
近
い
も
の
３
つ
に
〇
を
つ
け
て
、
ど
う
し

て
そ
う
思
っ
た
か
、
感
想
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。

ワ
ー
ク
①
で
は
、
「
は
い
」
「
い
い
え
」
「
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
は
い
」
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
い
い

え
」
の
４
つ
の
選
択
肢
の
紙
を
貼
り
、
質
問
に
対

し
て
自
分
の
考
え
の
と
こ
ろ
に
移
動
し
ま
し
た
。

立
っ
て
動
く
こ
と
で
緊
張
し
た
雰
囲
気
が
一
変
、

ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
ま
ず
は
簡
単
な
質
問
か
ら
始
ま
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
連
し
た
「
今
の
世
界
の
状
況
は
20
年

前
よ
り
も
よ
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
」
、
「
今
、
日

本
は
男
女
平
等
だ
と
思
う
」
、
「
経
済
が
発
展

し
て
生
活
が
豊
か
に
な
る
な
ら
、
自
然
が
破
壊

さ
れ
て
も
仕
方
な
い
」
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し

た
。自

分
の
意
見
の
場
所
に
移
動
し
、
そ
の
理
由

も
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
男
性
の
方
が

女
性
よ
り
リ
ー
ダ
ー
に
向
い
て
い
る
」
と
い
う

質
問
で
は
賛
成
意
見
と
反
対
意
見
で
バ
ト
ル
が

起
こ
る
ほ
ど
白
熱
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
『
違
う
』
こ
と
も
『
同
じ
』
こ

と
も
み
ん
な
違
う
の
は
当
た
り
前
な
ん
だ
と
い

う
こ
と
、
違
う
意
見
か
ら
「
そ
う
い
う
考
え
も

あ
る
ん
だ
」
と
い
う
新
し
い
物
の
味
方
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
こ
の
ワ
ー
ク
を
通
し
て
体
感
し

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
『
可
哀
想
』
や
『
ひ
ど
い
』
と
思
う
だ
け

で
な
く
、
こ
の
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
自
分

た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
？
と
い
う
こ
と
を

感
想
に
書
い
た
児
童
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
、
も
う
一
度
み
ん
な
に
伝
え

て
授
業
は
終
了
。
２
０
３
０
年
の
10
年
後
に
は
ハ

タ
チ
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
が
で
き
た
だ
け
で
は
、
持
続

可
能
な
未
来
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
世
界
中
の

人
び
と
が
課
題
に
対
し
て
自
分
事
と
し
、
行
動

を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
出
張
授
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
を
知

り
、
学
校
や
自
分
で
学
び
を
深
め
て
、
自
分
が

出
来
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
始
め
、
行
動
し
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

四
隅
ワ
ー
ク
で
は
賑
や
か
だ
っ
た
児
童
た
ち
も
、
こ
の

女
の
子
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
ん
で
い
る
間
は
真
剣
に

ス
ト
ー
リ
ー
に
向
き
合
い
、
考
え
て
い
る
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

今
回
は
１
つ
の
国
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
ど
う
し
て
同
じ
世
界
な
の
に
、
日
本
と
こ
ん
な
に

も
違
う
ん
だ
ろ
う
？
同
じ
子
ど
も
な
の
に
な
ぜ
境
遇

が
違
う
の
だ
ろ
う
？
水
道
が
な
い
、
町
の
治
安
が
悪
い
、

女
の
子
っ
て
だ
け
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
、そ
れ

は
不
平
等
だ
！
そ
ん
な
意
見
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。
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ご自身のこと、家族のこと、友人関係、職場関係など悩んでいることはありませんか。

専門の相談員がお話をうかがいます。お気軽にお問合せください。

◆毎月第３水曜日午後5時～7時

◆毎月第３土曜日午後2時～4時

◆ひとり30分

※相談の際はご予約をお願いします。電話042-590-0755
こころの保健室は来所相談、電話相談どちらもお受けします。
保育も付きますので、まずはお気軽にご相談を。

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

・夫の暴力に悩んでいる
・仕事が長続きしない
・気持ちが落ち着かず毎日起きる
のが辛い

・離婚したいけど…どうしていい
かわからない

・相談する人が周りにいない

女性弁護
士による
法律相談

こころの
保健室

（一般相談）

◆毎月第2土曜日午後2時～4時

◆ひとり40分

男女共同参画センターゆーあいでは、図書コーナーを

設けており1人2週間10冊まで借りることができます。

今号では5冊をご紹介します。

ジェンダーについ
て大学生が真剣に
考えてみた
一橋大学社会学部佐藤
文香ゼミ一同（著）
佐藤文香（監修）
明石書店（発行）

はじめて学ぶ
ＬＧＢＴ基礎から
トレンドまで
（スッキリわかる）
石田仁（著）
ナツメ社（発行）

ハラスメントの
境界線セクハラ
・パワハラに
戸惑う男たち
白河桃子（著）
中央公論新社 （発
行）

シングルマザー
自立への道
江成道子（著）
啓文社書房（発行）

パパとママの
育児戦略
ＮＰＯ法人ファザーリン
グ・ジャパン（著）
repikbook（発行）

図書のご案内

BOOK

図書コーナーは
どなたでも利用できる

スペースです。ひとりでゆっく
り読書をしたり、新聞を読
んだり、お気軽にご利用

ください。


